
成果目標 事業内容（計画）
成果目標に対す

る成果実績
事業実績

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

需給に応じ
た生産量の
確保

野菜

野菜指定産地に
おいて
・生産履歴の記帳
の実施
・契約取引推進
・拡充強化の取組

１１．５％
　１　　　％
産地拡大２産地

１１．９％
　１．１％
産地拡大１１産地

ちばエコ農産物野菜作
付面積：1,210ha
全農千葉県本部実績：20
億円（27,321t)
平成18年2月野菜指定産
地告示16産地

○ ○

重要野菜を含む「ちばエコ野菜」の推
進により、県産野菜の安心・安全性を
高めた。また、本県での契約取引は
は少なく、全農千葉県本部を主体に
取組され、今後、数量の拡大が期待さ
れる。市町村合併に併せ野菜指定の
拡大が進み、併せて、より安定的に供
給できる産地体制の強化が図られ
た。

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

品質向上
土地利用型
作物（麦・大
豆）

実態調査等３回

種子生産状況等実施調
査１回
稲種子審査員研修会１
回
水稲種子生産技術研修
会１回

種子生産状況等
実施調査（全県/
１回）
稲種子審査員研
修会(４０人/１回）
水稲種子生産技
術研修会(２５１人
/２回）

種子生産状況等実施調
査１回
稲種子審査員研修会１
回
水稲種子生産技術研修
会２回

○ ○

農産物の産地間競争の激化している
中で、市場での評価を得るためには、
計画的な体制の下で生産された優良
種子の使用が不可欠であることから、
県が主体となって取組を行い、関係者
の関心が高かった。

県全域
全農千
葉県本
部

産地競争力
の強化

品質向上
土地利用型
作物（麦・大
豆）

栽培マニュアル
の配布

栽培マニュアル配布　2，
000部

栽培マニュアル
配布　2，000部

栽培マニュアル配布　2，
000部

○ ○

フクユタカの栽培マニュアルを作成
し、ほぼ全ての大豆生産者に配布し
た。技術研修会では農薬ポジティブリ
ストへの対応を周知した。品質評価調
査では麦の残留農薬モニタリング調
査を実施し、基準を超えた残留のない
ことを確認できた。

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

農作業の機
械化･安全の
確立

農業生産体
制保安

農作業保安員の
育成
農作業安全ポス
ターの配布

農作業保安員の育成
農作業安全ポスターの
配布（1000枚）

農作業保安員の
育成（1回８２名）
農作業安全ポス
ターの配布（500
枚×2回）

農作業事故ゼロ運動推
進大会
農作業安全月間(春と秋
の2回実施）

○ ○
農作業安全ポスターを春と秋の2回配
布するとともに、農作業安全指導員を
育成し、農作業事故ゼロに努めた。

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

改良推進協議会
を２回開催

改良推進協議会の開催
現場検定
改良群能力調査

改良推進協議会
を２回開催

改良推進協議会の開催
現場検定
改良群能力調査

○ ○

都道府県による評価結果の
判断根拠、要因分析
（必要に応じて記入）

計画策定時
市町村名
（または
地区名）

政策目的 取組名政策目標
事業実
施主体

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした推進事業）

事業実
施主体

による評
価

事業実施後（目標年度）
都道府

県による
評価



成果目標 事業内容（計画）
成果目標に対す

る成果実績
事業実績

都道府県による評価結果の
判断根拠、要因分析
（必要に応じて記入）

計画策定時
市町村名
（または
地区名）

政策目的 取組名政策目標
事業実
施主体

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした推進事業）

事業実
施主体

による評
価

事業実施後（目標年度）
都道府

県による
評価

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

適正な血統管理
の実施
平均近交係数の
上昇を１％以内に
抑える

系統豚の維持

ボウソウＷ
8.68(0.76上昇)
ボウソウＬ３
4.69(0.27上昇)

系統豚の維持 ○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

適正交配システ
ム検討会を２回開
催

検討会の開催
繁殖能力調査
産肉能力調査

適正交配システ
ム検討会を２回開
催

検討会の開催
繁殖能力調査
産肉能力調査

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

家畜改良増殖目
標達成に向けた
在来鶏の改良を
１系統

系統造成
鶏改良中央推進協議会
出席

在来種鶏の改良
１系統(第７世代)

系統造成
鶏改良中央推進協議会
出席

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

転飼調整会議を
２回開催

転飼調整会議等の開催
花粉交配用みつばち導
入円滑化協議会開催
研修会の開催
みつばち花粉交配実態
調査
みつ源植生状況調査

円滑な転飼調整
を行うための調整
会議を2回開催し
た。

転飼調整会議　２回開催
花粉交配用みつばち導
入円滑化協議会　１回開
催
研修会　１回開催
みつばち花粉交配実態
調査
みつ源植生状況調査

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

需給に応じ
た生産量の
確保

生乳乳製品
流通

当該事業実施年
度に割り当てられ
た計画生産数量
(272,062ｔ)を達成
する。

計画生産等推進会議出
席
県域生産者団体会議出
席
需給調整指導

当該事業実施年
度に割り当てられ
た生産数量
(272,062ｔ)を生産
した。

計画生産等推進会議出
席
県域生産者団体会議出
席
需給調整指導

○ ○

県全域

関東生
乳販売
農業協
同組合
連合会

産地競争力
の強化

需給に応じ
た生産量の
確保

生乳乳製品
流通

当該事業実施年
度に割り当てられ
た計画生産数量
(272,062ｔ)を達成
する。

生乳計画生産推進会議
地域生乳計画生産推進
会議
乳質基準改善対策会議

当該事業実施年
度に割り当てられ
た生産数量
(272,062ｔ)を生産
した。

生乳計画生産推進会議
地域生乳計画生産推進
会議
乳質基準改善対策会議

○ ○



成果目標 事業内容（計画）
成果目標に対す

る成果実績
事業実績

都道府県による評価結果の
判断根拠、要因分析
（必要に応じて記入）

計画策定時
市町村名
（または
地区名）

政策目的 取組名政策目標
事業実
施主体

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした推進事業）

事業実
施主体

による評
価

事業実施後（目標年度）
都道府

県による
評価

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

需給に応じ
た生産量の
確保

食肉等流通
体制整備

鶏卵の需給に応
じた計画的生産
を推進するため
の協議会を２回
開催

協議会の開催
生産量等調査
地区協議会の開催

生産者が需給に
応じた計画的生
産を行うための情
報提供を行うた
め、協議会を2回
開催した。

協議会の開催　２回開催
生産量等調査　２回実施
地区協議会の開催

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
畜産生産基
盤育成強化

指導件数２１４件
（個別指導５４
件、グループ指導
１６０件）

アクションプランに基づく
畜産経営体への経営支
援指導

指導件数２３７件
（個別指導４０
件、グループ指導
１９７件）

アクションプランに基づく
畜産経営体への経営支
援指導

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上 飼料増産
関係者20名参加
の飼料増産戦略
会議を2回開催

飼料増産戦略会議
市町村推進指導
自給飼料増産技術向上
検討会
新技術等の確立調査
地域に適した草種・品種
の調査

飼料増産戦略会
議を2回以上開催
し達成

飼料増産戦略16回
市町村推進指導48回
検討会1回
新技術の確立調査160a
普及技術書作成1冊

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

検定実施率（検定
頭数）の1％向上

牛群検定情報の取りまと
め
研修会の開催

検定実施率（検定
頭数）が1.4％向
上

牛群検定情報の取りまと
め
研修会の開催

○ ○

県全域

千葉県
酪農農
業協同
組合連
合会

産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

検定成績の取り
まとめ152戸

検定実務計画の作成
乳成分検査
検定記録取りまとめ

検定成績の取り
まとめ150戸

検定実務計画の作成
乳成分検査
検定記録取りまとめ

○ ○

県全域

千葉県
農業共
済組合
連合会

産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

調整交配 実施率
の2％向上
(880頭)

調整交配の指導
保留・育成指導
検定娘牛の交配指導
妊娠調査・牛郡検定加入
指導

調整交配実施率
が0.8％下降
（実績857頭）

調整交配の指導
保留・育成指導
検定娘牛の交配指導
妊娠調査・牛郡検定加入
指導

△ △

目標としていた実施率には達しなかっ
たが、頭数が減少する中で一定の検
定娘牛の確保が図られたので△とし
た。次年度以降も一層の農家指導の
取組を推進したい。



成果目標 事業内容（計画）
成果目標に対す

る成果実績
事業実績

都道府県による評価結果の
判断根拠、要因分析
（必要に応じて記入）

計画策定時
市町村名
（または
地区名）

政策目的 取組名政策目標
事業実
施主体

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした推進事業）

事業実
施主体

による評
価

事業実施後（目標年度）
都道府

県による
評価

県全域

千葉県
肉牛生
産農業
協同組
合

産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

繁殖和牛の導入
25頭

優良黒毛和種雌牛導入
繁殖和牛の導入
25頭

優良黒毛和種雌牛導入 ○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

優良繁殖雌牛の
個体調査100頭

繁殖能力向上等委員会
個体調査
優良雌牛交配促進

優良繁殖雌牛の
個体調査241頭

繁殖能力向上等委員会
個体調査
優良雌牛交配促進

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上
家畜改良増
殖

繁殖雌牛の情報
収集　100件

研修会の開催
推進指導
経営分析評価及び改良
情報の処理

繁殖雌牛の情報
収集　104件

研修会の開催
推進指導
経営分析評価及び改良
情報の処理

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

生産性向上 畜産新技術
飼料抽出検査件
数　60検体

推進協議会の開催
飼料抽出検査・巡回点検
飼養管理情報の提供

飼料抽出検査件
数　60検体

推進協議会の開催
飼料抽出検査・巡回点検
飼養管理情報の提供

○ ○

県全域 千葉県
産地競争力
の強化

需給に応じ
た生産量の
確保

食肉等流通
体制整備

肉豚の需給に応
じた計画的生産
を推進するため
の協議会を１回
開催

協議会の開催
生産出荷動向調査

生産者が需給に
応じた計画的生
産を行うための情
報提供を行うた
め、協議会を開催
した。

協議会　１回開催
生産出荷動向調査　１２
回実施

○ ○

（注）１．取組名欄の（　　）内には、対象作物・畜種等名を記入する。

　　　２．　「評価」の欄は、成果目標の達成状況について、達成又は概ね（８割以上）達成されたと判断される場合は○、概ね半分（４割）以上達成されたと判断される場合は△、

これ以下の場合は×を記入する。

　　　３．複数の項目を成果目標として掲げている場合、成果目標の達成率は、それぞれの項目の達成率の平均とする。

　　　４．地方農政局等において記入する成果目標の達成率については、○においては100%、△においては50%、×においては0% の達成率とする。


